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市長定例会見
令和５年10月４日（水曜日）10時00分～

１　河川・道路の異常通報システムの利用開始について
２　第15回市民体育大会の開催について
３　マイナンバーカードを活用した医療分野のデジタル化（予防接種）
　　 先行実施の採択について



【注意事項】
①事故が予見される場合や，直ちに通行止めを要するほどの異常・損傷については，電話
連絡をお願いします。
②システムの利用には通信料が発生します。

　公共土木施設（道路・河川）に異常があった
際の市への連絡方法について，スマートフォンや
パソコンからウェブ上で通報できるシステム。

　

道路・河川の異常通報システムの利用開始について
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【その他】道路上に落下物がある，道路照明が切れている，水路が詰まっている，
　　　　　河川護岸が崩れそう，等々
【対象外】改善要望

木が倒れ
かけている！

舗装に穴が開いている！

道路・河川の異常通報システム

利用方法

想定する異常の例（一部）

（仮）
市公式LINE市HP



道路・河川の異常通報システムの利用開始について

　令和４年度にシステムを構築し，試行
検証を実施。

　システム利用により削減された時間／1件あたり
　●受付情報の転記
　　クラウドに自動登録のため不要　▲30分（30分→0分）
　●起案文書の作成
　　クラウド上での作業のため効率化　▲15分（30分→15分）
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これまでの取り組み
道路・河川の通報システムにかかる試行検証

実施時期 R5.3～9

利用者 一部町内会,市議会議員及び市職員
通報件数

（9/22まで）
42件

(うち舗装:25,倒木:2,落下物:2,防護柵:1,その他:11)

合計45分短縮可能

年間1,000件の要望の場合，
約750時間の時間削減

◎地図上で位置を
指定できるので便利。

◎通報内容が
選択形式で入力がラク。

△道路・河川以外にも
使えるようにしてほしい。

効果検証

利用者の声



　

連絡者 連絡者

市担当者 市承認者
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受付 データ化 現地調査
市役所内
での承認

対応方針
を回答

対応

市担当者

市担当者

工事業者に
対応を依頼

クラウドサービス

進捗状況・対応方針
をweb上で確認

異常をPC又はスマホ
から直接入力

内容を
確認

調査結果
を入力 報告内容を確認

承認

・受付済
・現地調査済
・対応済　等

道路・河川の異常通報システムの利用開始について

システムの概要



②施設分類，異常の
種類および概要を入力

③状況写真を添付 ④通報者の情報を入
力

⑤確認して回答①地図上で位置を指
定

道路・河川の異常通報システムの利用開始について
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通報のイメージ（スマートフォンの場合）

※メールアドレスを入力すれば，対応状況を確認することができます。
※詳細な利用方法は，市HPの操作マニュアルを参照してください。



道路・河川の異常通報システムの利用開始について

5

期待される効果

市民サービスの向上 行政運営の効率化

・web上で投稿できるため，
時間に関係なく連絡できる。
・受付した情報が一元管理され，
担当者不在時の問合せにも対応
が可能となる。

・補修などの対応に迅速に取り掛かる
ことができる。
・受付内容や調査結果の報告はクラウド
上で完結するため，時間の短縮・コストが
縮減される。

位置情報や状況写真により
情報をリアルタイムに共有



＼４年ぶり！／

第15回三原市民体育大会
の開催について

日時：令和５年10月８日（日）９時開会
場所：やまみ三原運動公園
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　三原市民体育大会とは

　子どもから高齢者まで幅広い世代が参加し、一緒になっ

て盛り上がる三原市最大のスポーツの祭典！

　三原市民の健康増進を図り，地域社会のスポーツ振興に
資することを目的に開催

　練習や集まりを通じ、地域の絆を深めることができる　の
も市民体育大会の魅力！
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　三原市民体育大会のあゆみ

昭和14年（1939年）

　東町の日赤グラウンドにて
　１回目の大会が開催される

昭和62年（1987年）

　三原運動公園開園

　三原市陸上競技場に会場を変え大会が開催される

平成17年（2005年）

　合併後初めての大会が開催される

令和２年～令和４年（2020年～2022年）

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

令和５年（2023年）

　４年ぶりの大会開催が決定

【開催回数】通算 71回目／平成17年合併後 15回目

←過去の大会
　応援の様子
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　第15回三原市民体育大会のポイント

その１　大会には市内１５地区が参加！

　【参加地区】
　　深町，中之町，西野，田野浦，須波，沼北，沼田東，
　　沼泉，幸崎，皆実，糸崎・木原，本郷東，本郷西，
　　三原北部，大和　計１５地区

↓地区の応援の様子↓入場行進の様子



その２　得点種目は全部で１０種目！

【競技種目】　★は三原市独自の競技
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　第15回三原市民体育大会のポイント

↑ボウリング競争の様子

小中学生混合リレー ジグザグボール蹴り競争

ラグビーボール蹴り競争 ★ゲートボール，グラウンド・ゴルフ競争

400ｍリレー 玉入れ競争

二人三脚むかで競争 ボール運び競争

★ボウリング競争 総合リレー

↑ゲートボール・
グラウンド・ゴルフ競争の様子
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　第15回三原市民体育大会のポイント

その３　インクルーシブ・スポーツも実施

年齢や障がいに関係なく 誰もが参加できる競技
「フライング・ディスク」をオープン競技で実施

↑フライング・ディスクをしている人の様子
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　第15回三原市民体育大会のポイント

総合リレーの様子

その４　最終種目は大注目！

多世代がバトンをつなぐ「総合リレー」は得点２倍！
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 １０月８日（日）はぜひ やまみ三原運動公園 へ！

　迫力あふれる地区の戦いを間近で見ませんか

当日は三原駅から無料臨時バスが出ます！

詳しくは三原市ホームページをチェック！

▲市HP



マイナンバーカードを活用した医療分野のデジタル化
（予防接種）の先行実施に採択されました
国の医療DXの工程表
○令和8年度以降、医療分野でのマイナンバーカード利用を拡大予定
　【例】　予防接種の接種券、医療機関での医療費助成の受給者証など
○そのため、令和5年度中に一部の自治体・医療機関で先行実施

先行実施の採択結果（令和5年9月29日デジタル庁発表）

○全国16自治体　　　　中国地方では三原市だけ！
○３つの対象業務（予防接種、医療費助成、母子保健）のうち
三原市が実施するのは予防接種（小児の定期接種）
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三原市が予防接種の課題解決に挑戦する理由

みらいトークでの市民の声などきっかけ
○「予防接種は、予診票等に同じ内容を何枚も手
書きをしないといけないのが大変」
○加えて、生後２か月と出生後まもない開始で、接
種回数が多いことなど保護者の負担が大きい
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予診票の例

先行実施への参加を通じて、いち早く課題解決に
つなげる。
国の提供する仕組みに課題があれば、現場の声と
して国に対して改善を提案する。



三原市における先行実施の概要

○対象業務　　予防接種（小児の定期接種）

○開始時期　　令和６年３月（予定）　
　　　　　　　　※業務システムの改修等の準備期間が必要なため

○医療機関　　市内の５つの医療機関が協力
　　　　　　　　（内訳）
　　　　　　　　　　　三原赤十字病院、興生総合病院、
　　　　　　　　　　　木原こどもクリニック、わきた小児科、川西医院
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三原市における先行実施の方法

4

保護者

医療機関

①紙の予診票・接種券を記入

③受付後、記入内容を
　 目視で確認

PMH※

医療機関

②予診票、接種券を持参し受付

保護者

B:先行実施の方法

②マイナンバーカードを
　 提示し、受付

※PMH：Public Medical Hub
医療機関・自治体の情報を連携
する国のシステム

保護者 　：何枚も手書きする手間が減少
医療機関：不備のない予診票による安心な接種

①スマホ等で予診回答を事前登録
A:現在の運用

③マイナンバ-カードで資格確認
・予診内容の確認

保護者 　：最大５枚に同様の内容を手書き
医療機関：記入内容確認漏れ等


